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　２月15日～３月９日の土・日曜日及び祝日、パーク高須
中（高須町）で「高須中のひな祭り」が開催されました。会場
には1,000体以上のひな人形が並べられ、多くの人が来場。
また雅楽演奏やお茶の提供のほか、３月１日にはキャンド
ルの幻想的な明かりの中でミニライブも行われました。

1,000体を超えるひな人形がお目見え

　３月７日、台小アタッカーズが市
役所を訪れました。「春の全国小学生
ドッジボール選手権鹿児島大会」で３
位となった同チームは、九州大会で
の活躍を誓いました。

九州大会での活躍を誓う

　３月８日、リナシティかのや１階の「R
リ ナ
INA B

ベ ー ス
ASE ＋

プラス
」が

１周年を迎えるにあたり、記念イベントが開催されました。
当日は、この１年の間に同所で行われた企画の紹介や、交流
から生まれた取り組みなどが報告されたほか、意見交換会
も行われ、施設の１歳の誕生日を前にみんなで祝いました。

リナシティの交流拠点が１周年

　３月１日、鹿屋市街地周辺で令和７
年全国火災予防運動に伴うパレードが
実施されました。鹿屋市消防団を始め
総勢14台の消防車両等が市内を巡回
し、火災予防の啓発を行いました。

火災予防を啓発

　３月７日、ファミリーマート鹿屋旭
原店で「国際女性デー（３月８日）」に
合わせて、シンボルのミモザ等を配布
し、男女共同参画やジェンダー平等へ
の理解を深める啓発を行いました。

女性の人権啓発を図る

　３月２日、鵜戸神社と吾平商店街通りで「美里吾平ひな祭
り～今よみがえる吾

あ い ら つ ひ め
平津媛～」が行われました。これは、神

武天皇の妻である吾平津媛とひな祭りをテーマにしたイベ
ント。抹茶・甘酒の振る舞いや地元商店街などによる出店の
ほか、巫女舞や創作演舞の披露等も行われました。

吾平のまちでひな祭り＆マルシェ

　３月14日、日頃から水害に関する
注意喚起など水防意識の普及に貢献
している「かのやコミュニティ放送」
が「水防功労者九州地方整備局長表
彰」を受賞し伝達が行われました。

水防意識の普及に貢献

　３月11日、リナシティかのやで「第14回ストリートピア
ノでつなぐ祈りのハーモニー」が開催されました。これは東
日本大震災の被害にあった人へ、歌を通じて鎮魂と復興の
祈りを届けるセレモニー。参加者は黙とうを捧げた後、童
謡「ふるさと」や復興支援ソング「花は咲く」を歌いました。

被災地への祈りを歌にのせて

　３月12日、「県中学新人バレーボー
ル大会」で優勝した花岡中男子バレー
部が市役所を訪れました。上

う え の
野敬

た か と
翔

主将は「九州大会優勝に向けて頑張り
たい」と力強く抱負を語りました。

目標は九州大会優勝

　３月13日、３人制プロバスケット
ボールチーム「エクスプローラーズ鹿
児島」が市役所を訪問。３Ⅹ

エックス
３は3人同

士で行うバスケットボール競技で、選
手たちはその魅力を熱くPRしました。

３Ⅹ
エックス

３を広めたい

　３月９日、市役所で「鹿屋地域自衛隊入隊（入校）者壮行会」が
開催されました。これは鹿屋・肝属地域から新たに自衛官とし
ての第一歩を踏み出す49人の入隊・入校予定者を激励するもの。
鹿屋航空基地の先輩隊員から激励の言葉が贈られた後、入隊・
入校予定者を代表して竹

たけのうち
ノ内蒼

そ ら
空さんが意気込みを語りました。

自衛官としての新たなスタートを激励

　３月８日、串良公民館細山田分館で「細山田こども食堂」
が開催されました。今回は、マナーハウス島津重富荘の
宮
みやもと

元伸
しんいちろう

一郎総料理長による地元食材を使用したメニュー２
種類が提供されました。用意した150食があっという間に
売り切れるほどの大盛況でした。

細山田こども食堂に宮元シェフが協力

　３月上旬、高校を卒業した生徒たちを送り出す「串良人旅
立ち式」が行われました。これは、串良地域の３つの中学校
区に分かれ、有志団体が主催して毎年行っているもの。当
日は思い出の写真を用いたムービーや恩師からのエールが
送られ、旅立つ若人たちの決意表明などが行われました。

故郷を離れる若人へ地元からエール
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